





















































































































































































































































































































































会話文 10（3の 37（363） 62（23．5）
地の文 286（96．6） 65（6a7） 202（7α5）


















































































































































































数 一 二 三以上
用例合計数
@（％）
ヒト 20 194 29 243（65．2）　ノ、
Z語） ヒト以外 9 9（2．4）
ガ格
i主語）









ヒト 17 2 19（5．1）
ヒト以外
全合計 373（100）
注1）このデータは，文庫本33冊（巻家資料1～33）から取ったものである。
注2）　「ハ（盆語）」とは，ハによるガ格のとりたてを意味する。
　この表では，数詞の示すかずが，ヒトのかずかヒト以外のかずかという分け方をした。という
のも，日本語における複数表現は，ヒトとモノとで用法が異なることがしばしば見られるので，
それを考慮したためである。結果的には，ヒトのかずに限らずみられる現象であることがわかっ
たが，用例数からいうと，ヒトのかずの例の方が圧働i白に多い。また，この用法は，主語になる
ことが多いという傾向がみられる。
　大きな特徴としては，ヒトのかずを示す数詞が，数「二」や「三以上」で，代名詞的にはたら
く場合，ほとんど必ず三人称代名詞であるという点が挙げられる。この点から，数詞が完全に代
名詞の役割をこなしているとはいいにくく，用法にはかなり制限があると考えられる。
　以下に，実際の用例をみながら，表の項1ヨに沿って個々のケースを観察していく。
5．2．　数「一」
　「ヒトッ」やfヒトリ」という数詞が，代名罰的用法として用いられる場合，常に，複数ある
うちの一つである場合に限られる。
5．2．1．ハによるガ格のとりたての場合
　ヒトの場合の「ヒトリ」と，ヒト以外の場合の「ヒトツ」などは，どちらの場合も匿1類のモノ
ゴトとの対比において用いられる，とりたて形式のハである。多くの場合，先に1面様の2つのも
のが提示され，次にそれぞれをさらに詳しく説明する場合に用いる。
　　（108）そして二欄の岩石は，殆ど岡時に谷底の赤土の上にころがり落ちて，一つはワルツ踊
　　　　りをしながら自ら倒れ，他の一つは土の中に半分ほどめり込んだ。仙椒）
　　（109）遠藤の説明によると軽井沢族には戦後，二つの派閥が形成されたとのことです。一つ
　　　　は戦前，戦中にかけて軽井沢に避暑に来ていたが，終戦と同時に斜陽族となり，自分
　　　　の土地や別荘を売り払わねばならなかった斜陽派。もう一つは，そうした斜陽派にか
　　　　わって，戦後，別荘を買った新興派。（ユー）
　　（110）途中で人が二人死んだ。一人はメイで，もう一人は片腕の詩人だ。（ダン）
　　（111）昔トゥmンというフランスのある町に，二人のかたわ者がいました。一人はめくらで
　　　　一人置ちんばでした。（一房）
5．2．2．ガ格／ヲ格の場合
現在段階では，ガ格はヒトのかずの例のみ，ヲ格はモノのかずの例のみが集まったが，それが
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特徴であると主張するには用例数が不十分である。かなり明確な特徴としては，ガ格の「ヒトリ」
やヲ格の「ヒトツ」は，複数存在する中のヒトリ／ヒトッという意昧を包含していることが挙げ
られる。
ガ格の「ヒトリ」の例
　　（112）そしていきなり近くの人たちへ，「何かあったんですか」と叫ぶようにききました。
　　　　「こどもが水へ落ちたんですよ。」一人が云いますとその入たちは一斉にジョバンニの
　　　　：方を見ました。（銀河）
　　（i13）「なんだこのぶざまは，町のまん中にこんなものは置いて置けやしない」と一入が申し
　　　　ますと，「ほんとうだ，クリスマス前にこわしてしまおうじゃないか」と一人がほざき
　　　　ます。（中略）にわせこわせ」「たたきこわせたたきこわせ」という声がやがてあちらか
　　　　らもこちらからも起こって，（一房）
　　（114一）都内の高級ホテルのロビーを張って，売春をしていると思える女を二，三人警察にひ
　　　　っばったんです。そしてあなたに見せたのと岡じ写真を見せて，しめあげたんです。
　　　　一人がに1を割った。（ダン）
ヲ格の「ヒトツ」の例
　　（115）（筆者注：チョコレートが既述されて）rさあたべてごらん」その大きな人は一一つを楢
　　　　夫にやりながらみんなに云いました。（銀河）
　　（l16）その雑誌はすべて裏向けにされてあったので，私は一冊を手に取り表紙を見ました。（真
　　　　夏）
　　（117）骨は全部で六体あった。ひとつを除けばどれも完全な人骨で，死んでから長い時間が
　　　　経っていた。（ダン）
　ガ格のヒト以外という例では，指示語に修飾されている場合のものが数例集まっている。しか
し，それらには，複数の中の一つという意味はない。
　　（l18）たのめば看守が修養の本を持ってきてくれ，げんにその一冊があるのだが，とても読
　　　　む気になどなれない。（どこ）
　　（119）もし，この一員猛が二百円だとしたら五皿でナ分おなかが一杯になったにちがいない。（駅
　　　　弁）
5．3．数「こ二」と「三面」二」
　日本語には，両数などがあることを考慮して，数「二」と「三以上」を分けて用例を収集した
が，用法上の特別な差異は認められなかったので，まとめて扱うことにする。
5．3．1．ハによるガ格のとりたて／ガ格の場合
　既述したように，この場合，代名詞的にはたらく数詞は，全て三人称代名詞にあたるという特
徴がある。また，数詞の示すかずは，動作主体のかずを示していることから，述語臨調のあらわ
す動作をしたり状態をつくりだすグループであるということができる。その点で，〔名詞が一数
49
詞で〕型を典型とする，「画意で動作をするグループ」と共通する。
ハによるガ格のとりたての数「二／三以上」の例
　　（120）二人はカウンターの，少し奥寄りの席に腰をおろした。（やさ）
　　（121）教習所で偶然，山川夫人と顔が会うことがある。そんな時，二人はいかにも親しげな
　　　　友だちのように慰めあったり，励ましあったりする。（ユー〉
　　（122）僕が繊発するとき，三人は外に出て見送ってくれた。（ダン）
　　（123）そのうち四人は笑い田し，ホット・コーラやて，ホット・コーラやて，と互いに肩を
　　　　叩き合って奇声をあげた。（真夏）
ガ格の数「二／三以上」の例
　　（124）こうして二入が海岸の讃原の上に立っていると，一艘の舟がすぐ足もとに来て着きま
　　　　したが，中には一人も乗り手がありませんでした。（一房）
　　（125）そして二入がそのあかしの前を通って行くときはその小さな豆いろの火はちょうど挨
　　　　拶でもするようにぽかっと消え二人が過ぎて行くときまた点くのでした。（銀河）
　　（126）しかし，二人が暫く五目並べをやっていると，女たちが橋を渡ってどんどん：二階へ上
　　　　って来た。（伊豆）
　　（127）十分程待つと若い三人が頂上に辿りついた。（伊豆）
5．3．2．ヲ格／二格の場合
　この場合，代名詞的な数詞は，ある特定のグループ（波線部）であることが指摘できる。
ヲ格の数「二／三以上」の例
　　（128）去たちが来たとき弥生はちょうど独りだった。（略）二人を自分の部屋へみちびいた弥生
　　　　は縫いかけていた物を片づけ，縁側に面した障子をあけた。（小説）
　　（129）そのように一つとなった二人ゆえ，どんな力も二人をひきはなすことのliB来るはずは
　　　　ないと，（略〉（伊豆）
　　（130）「先生。友だちですけん。これが義明。次郎。文吉」健三は三人を紹介するとヂさあ，
　　　　はよきなせ。ええ席が少ないけん」（ユー）
　　（131）言い終わるや否やこの三人を死ぬほど嫌っていた連申は言葉通り三人をノックアウト
　　　　してしまったのでした。（ぺん）
二格の数「二／三以上」の例
　二六の格関係の意味には，「ナル」「スル」などの動詞と組み合わさり，動作の内容を詳しくあ
らわす場合がある。ここでは，代名詞との交換性，共通性が閥題の中心なのでそれらを対象から
はずした。
　　（132）英男は，その佐藤という夫婦を，休日以外に見たことはなかった。（略）「こんなに早
　　　　くに，珍しいですね」英男は二人に言って，テーブルに水を運んだ。（真夏）
　　（133）まさか，お客を台所の横の六畳に寝かせるわけにはいきませんから，我々は二階の六
　　　　畳を二人に引き渡しました。（ユー〉
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（134）これまではその二人の聞にディック・ノースがいた。でももう今はいない。ある意味
　　では僕が二人に対面している。（ダン）
（！35）彼ら台湾人置人は，頭をかしげながらずいぶんながいあいだ相談していたが，とうと
　　うさじを投げたようだった。それでも異国でうける親切はありがたかった。わたしは
　　三人に丁寧にお礼をのべて，とりあえず部屋にひきかえす（愛を）
5．4．代名詞的用法の連体修飾
　これまでは，ガ格・ヲ格・二格を中心にみてきた。ここでは，代名詞的な数詞が連体修飾する
場合をみていく。
　　（136）もちろん，今Bは三入の誕生｝ヨなんかではありませんでした。（ペン）
　　（137）実際，男は軽々と女を背負うと，歩いて行った。二人の姿が，夜の中へ消えて行くと，
　　　　（略）（幽霊〉
　　（138）私は今この悲鯛について何事も語らない。その悲劇のためにむしろ生まれ患たともい
　　　　える二人の恋愛については，先刻いった通りであった。にご）
　　（139）父親は一人で興奮していた。母i親は洗濯物をたたみながら，バー・一力，というような顔
　　　　をして，「あんなもの誰もさわりゃしませんよ，ねえ」と私にむかって軋った。私は二
　　　　人の子供という立場上，どっちにつくこともはばかられたので，（無印）
　数詞の代名詞的用法の連体形は，修飾する名詞のあらわすもののかずを示すわけではないので，
修飾される名詞は，ヒト名詞やモノ名言司に限らず，抽象名詞などの場合もある。また，形の上で
は，例（1）の〔数詞の　　名詞〕型と同じになることが指摘できる。例えば，例（143）にみら
れる「二人の子供」という名詞句における数詞は，「父と母」を指し示している場合も，（1）型
で，後続する名詞「子供」のかずを指し示す場合も同形になる。しかし，このように岡形になる
ものは極めて稀である。
6．数「一」のもつ特殊な用法
　ここでは，単にかずを示すことから少し離れた数詞，数「一」に関する用法について分析を試
みることにする。数「刊は，二以上のかずと比べ，その用法において非常に特殊な位置を占め
ている。数「一一・」は「二」以降のかずと異なり複数ではないことや，かずの始め，つまり最も少
ないかずにごでいう「かず」は，数学上の厳密に定義された用語として朋いているのではなく，El常的
な「かず」である）であるために，いろいろな意味に用いられる場合がみられる。
6．1．〔数詞の一名詞〕型にみられる特殊な数「一」一冠詞的な機能
　次の例から，日本語においても，r一」を用いて冠詞的（不定冠詞）な働きをする場合があるとい
うことができる。
　　（140）そしてこちら側にいるのは，母親ではなく，一人の女であった。（美徳）
　　（i41）私は今私の前に坐っているのが，一人の罪人であって，不断から尊敬している先生で
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　　　　はないような気がした。（ここ）
　　（142）樋のロからほとばしり出る水の棍棒は，滑らかな半円を描きながら一個の藤布であっ
　　　　た。（山椒）
　　（143）節子ははじめて菊夫を，どこかの孤児を眺めるように，純然たる一人の子供として眺
　　　　めている自分に気がついた。それは堅園な，犯すべからざる一つの存在だった。（美徳）
　この場合の数「一」は，名詞のあらわすものの数量というよりも，名詞のあらわすものを一般
的に指し示すはたらきをしていると考えられる。このことから，不定冠詞的にはたらいていると
いうことができる。また，述語部分に現れるのが，もっともよくみられる例だが，それ以外にも
ある。
　　（144）京都の下鴨に一軒の寿司屋がある。（生き）
　　（ユ45）あるH，一軒の店で注文し，出来上がるのを待っている問に珍妙な光景を見た。一一一人
　　　　のコックさんが飛んでくる蝿を包丁で切っているのだ。（中吊）
　　（146）f帰るところがある，というのはいいもんですよ」と彼は，私に言った。彼，というの
　　　　は一人のカメラマンで，私の昔からの友人である。
　これらの例が，名詞のあらわすもののかずを単に示しているのではなく，不定冠詞酌にはたら
いていると考えられる理由として次のことが考えられる。もし，それらが純粋にかずを示してい
るのであれば，細かいニュアンスが変わるものの，〔名詞一数詞〕型や〔名詞が／を一数詞一
一述語動詞〕型に置き換え可能なはずである。しかし，遣き換えると，文の意味が完全にかわっ
てしまう。以下に置き換えた場合をみてみる。
＊1京都の下鴨に寿司屡が一軒ある。
＊2あるIII，店一軒で注文し，…
＊3彼，というのはカメラマンー人で，…
　これらが，オリジナルとどの点で異なるのかというと，＊1では，下鴨には寿司屋が一軒しか
ないような意味になってしまう。＊2では，動作のかかわる場所を意味する場合のデ格だが，名
詞のあらわすもののかずを示す場合の〔名詞一数詞〕型は，3．4．2。で述べた理由により，成
立しないので飲助となる。＊3では，〔aはbである〕という構文であるが，bがaの属性を示す
場合，bに，名詞のあらわすもののかずを示す場合の〔名詞一数詞〕型がおかれるのは，論理
的にも文法的にも非文である。なぜなら，その場合の〔名詞一数詞〕型は，（4）の〔名詞が／
を一数詞一述語動詞〕型にちかく，翻詞句となっているためである。
　以上の点から，日本語にも，英語などヨーロッパ諸語にみられるような冠詞的な「一一」の用法
があるといえるだろう。
6．2．〔名詞一数詞〕型における特殊な「一］
　この場合の数「一」は，「先行する名詞のあらわすものただそれだけ」といった意味として胴
いられる。数「一二はそもそも，かずの中では最も少ないので，「名詞のあらわすものそれだけ」
の意味になりやすいが，デ格の場合では，ほとんどものが「たったそれだけ」のように少ないこ
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とを強調する気持ちを灰めかす。にのことは，数「一」に限ったことではなく，デ格の〔名詞一数
詞〕型の特徴である可能性が考えられるが，現在，「一」以外のかずの用例が充分に集まっていないこと
から，ここでは，「一」に関してのみ述べることとする）
　　（147）今の波一つでどこか深いところにながされたのだということを，私たちは雷い合わさ
　　　　ないでも知ることができたのです。（一房）
　　（148）全く，吾八はこの宿に八年で，五十に近い。前の半生は包丁一つで，海岸線の三々を
　　　　渡り歩いていたのだ。（伊豆〉
　　（149）おばあちゃんの話によると，両人とも猿股一枚で，あぐらをかいて，まるで博：変打ち
　　　　のようだったそうです。（ユー）
　このような用法は，拙象名詞と組み合わさることができ，その場合，さらに数概念から離れた
意味を確立している。また，その場合は特にデ格に限らずみられる。
　　（150）愛するものの将来に万一のことがあってはならぬ，その惧れひとつでお石は自分の幸
　　　　福を捨てた，（小説）
　　（151）「君の気分だって，私の返事一つですぐ変わるじゃないか」にこ）
　　（152）ローザが新しい経済学にたよらなければ，生きておられなかったように，私はいま，
　　　　恋一つにすがらなければ，生きて行けないのだ。（斜陽）
　　（153）「あなたはこのカrl内の家で下男や下嫁が使えると思いますか」「それはお義兄さまのお
　　　　考え　一一つですわ」
　抽象名詞と組み合わさった場合，「フタツ」「ミッツ」の例をみることはほとんどない。そのた
め，これらの「ヒトツ」は「二」以上の数概念と対立したかずではないと考えられ，ほとんど完
全に数概念から離れて院行ずる名詞のあらわすものそれだけ」といった三昧で用いられている
と思われる。
6．3．「ヒトツ1の陳述副詞的用法
　この場合のfヒトッ」は，必ず「ヒトツ」というかたちで現れ，意味の面では，一応数概念を
残しているもの（158）～（160）と，完全に数概念から離れた意味のもの（161）～（163）とが
ある。
　　（154）「次の飛行機で帰るんだったら，ひとつお願いがあるんだけど」（ダン）
　　（155）「一一一・つ，うかがいたいのですが」と，私は言った。（幽霊）
　　（156）先生の話のうちでただ一つ底まで聞きたかったのは，人間がいざという問際に，誰で
　　　　も悪人になるという言葉の意味であった。にご）
　　（157）「毎日つらいでしょう。きょうは一つ，この材木の見張り番をしていて下さい」（斜陽）
　　（158）「ひとっここは僕に任せてくれませんか？決してあなたにそのことで負担はおかけしま
　　　　せんから」（ダン）
　　（159）fそれ，こいつをかけておくととんぼでも蜂でも雀でもかけすでも，もっと大きなやつ
　　　　でもひっかかりますぜ。それを集めて一つ動物園をやろうじゃありませんか。」（銀河）
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　これらの「ヒトツ」はデキゴトにかかっているが，デキゴトの中には，「お願いすること」「う
かがいたいこと」「聞きたかったこと」などのように数えられるものと，「材木の見張りをするこ
と」「任せてもらうこと」「動物園をやること」のように「ヒトッ」ヂフタッ」と数えられないもの
がある。しかし，どちらの場合も，かずが問題ではなく「ちょっと～する」といった意味をあら
わしている。
6．4．「同じ」という意味をあらわす「ヒトツ」
　この用法は，必ず「ヒトツ」という形で名詞（主に補語となっている名詞）と結びつき，複合語を
つくる。しかし，その結びつきかたは，意味からみると，修飾関係に相当しているといえる。
　　（160）その時分は一つ室によく二人も三人も机を並べて寝起きしたものです。にこ）
　　（161）二人は，一つ傘をさしていた。（美徳）
　　（162）エビ天も蕎麦もツユも，一つ屋根の下，親子三代和気あいあいといっしょに暮らして
　　　　いる。（駅弁）
　　（163）明日がHにもどこぞ家さがして，親子揃うて一つ竃の飯食へるものやったら，と思は
　　　　ぬこととてはござりませぬ。（おは）
　これらは，意味においては，「同じ」という意味が強く感じられる。その理由として，複数の
人聞が「一一つのモノ」に関わると，客観的には「岡じモノ」に関わっているといえることが考え
られる。この用法は，最近ではあまり使われなくなってきているが，数「一」のもつ興味深い用
法として指摘しておく。
おわりに
　本論では，日本語において，もののかずをあらわす数詞が，様々なかたちをとり，それぞれ表
す意味が異なるということを述べてきた。特に，数詞の〔特定のグループ示し）という機能は，
日本語における複数表現に関する問題とも絡んでくる要素を持ち（例えば，複数接尾辞といわれてい
る「一たち」は，基本的にはヒト名詞につくが，モノ名詞にはつかず，さらに，「山田さんたち」のよう
にあるグループを示すはたらきをすることとの関連など），興味深いところである。この調査研究は，
数詞の用法にとどまらず，将来的には日本語における複数表現の用法とも絡めて，発展させたい
と考えている。
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　　　　　　　　　　Keywords
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Abs廿act
　　JapaRese　cardinal　nttmbers　have　various　kinds　of　grammatical　usage．　This　paper　aims　to　give
an　accurate　a　perspective　as　possible．　My　argumeRt　is　based　on　careli［｛1　observation　and　classi－
ficaSion　of　3500　examples　of　data　taken　from　many　novels　by　different　authors．　Japanese　lin－
guists　so　far　have　theoretically　explained　how　Japanese　cardiRais　function　mainly　adverbially．
The　view　has　been　that　cardlnals　are　related　to　the　predicate　as　modifiers　to　clarify　the　neces－
sary　number　or　quantity　of　items．　This　view　undoubtedly　illustrates　one　aspect　of　the　issue．　Yet
there　is　another　essential　aspect　tha£　needs　clarificatioR．　The　most　important　point　1　wottld　like
to　highlight　is　that　，　ln　Japanese　sentences，　numerals　are　closely　related　to　the　number　or
quantity　of　iteins　showR　as　nouns，　and　words　to　indicate　the　number　or　quantity　functioR　as
kitei－go　（a　kind　of　grammatical　determiner），　whi｝e　also　fttnctionalng　adverbially　at　the　same
time．
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